
 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ試料がない場合の計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０２月２４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 Ｓｃｈｕｌｚの反射法で測定した極点図はｄｅｆｏｃｕｓ補正と言われる補正が必要です。 

   Ｓｃｈｕｌｚの反射法は疑似集中法による測定はＸ線照射面積が広く平均的な方位測定が可能になる。 

   この面積を確保しているＤＳスリットの広がりとＳｃｈｕｌｚスリットの幅がｄｅｆｏｃｕｓの原因で 

   ある。平行ビームに様に照射面積を狭くするｄｅｆｏｃｕｓは軽減されるが平均的な方位測定はできない 

   ｄｅｆｏｃｕｓは、ＴｅｎｃｋｈｏｆｆＣａｌｃプログラムの計算式から測定２θ角度、受光スリット幅 

   で計算される曲線になるが、実際は測定２θ角度によりＳｃｈｕｌｚ幅も変化し、概算が計算される。 

   ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアでは、実測値をデータベースとし、補正計算が行われ 

   正しい曲線に計算されているかをＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアで確認します。 

   ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの確認はＣｕｂｉｃが対象です。 

   以下にｒａｎｄｏｍ試料がない場合の使い方を説明します。 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線 

  

 

    受光スリット幅  測定２θ／２角度 

 

 

  ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ評価 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエア（Ver.3.85以降で説明） 

 

 

 

計算ｄｅｆｏｃｕｓ計算部分 

 

  

補正評価部分 

 

 

 

 

 

 

 



測定データで評価 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正なしで、単に内部規格の場合 

 

 

極点図の外周付近で計算値より測定値が低下しています。３０度付近に乱れ 

これはｄｅｆｏｃｕｓ補正が足りない（施されていない）状態です。 

 



計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正（測定２θ角度、受光スリット幅から計算） 

 

 

 

 



計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正（測定２θ角度、受光スリット幅を７ｍｍ－＞６ｍｍ）） 

 

 

 

 



計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正（測定２θ角度、受光スリット幅を７ｍｍ－＞５ｍｍ）） 

 

 

補正過多になっている。６ｍｍが最良 

 

 



測定スリット７ｍｍを６ｍｍのｄｅｆｏｃｕｓ極点で毎回、毎回スリット幅を変更しないで補正するためには 

６ｍｍのｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥを作成すれば良い 

このｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥを作成するには、 

 ｛１１１｝の２θ＝３８．４２、スリット幅６ｍｍ 

｛２００｝の２θ＝４４．６４、スリット幅６ｍｍ 

｛２２０｝の２θ＝６５．００、スリット幅６ｍｍ を作成する。 

ToolKit->DefousTools->DefocusCalc 

      

 

 この部分をクリックする。 

  

同様に{200},{220}も作成 

 



この hkl-1F.txtを１つのファイルにする。 

 

 

 

ｄｅｆｏｃｕｓファイルのして登録する。 

 

 

Ｃｕｂｉｃ以外はＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２―＞ＯＤＦ－＞ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで 

スリット幅を微調整し手持ちのＯＤＦで解析後再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで 

最適なスリット幅を求めＣｕｂｉｃと同様にｄｅｆｏｃｕｓＴＡＢＬＥを作成する。 

あるいは、計算ｄｅｆｏｃｕｓのままで補正する。 

 


